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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第80期

第２四半期連結
累計期間

第80期
第２四半期連結
会計期間

第79期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 39,801,228 20,740,148 77,403,644

経常利益（千円） 604,704 323,838 1,544,971

四半期（当期）純損失（△）（千

円）
△681,461 △552,715 △1,883,014

純資産額（千円） － 36,875,456 39,497,143

総資産額（千円） － 67,936,763 70,284,139

１株当たり純資産額（円） － 524.14 555.11

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△10.85 △8.80 △29.84

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 48.4 49.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
796,826 － 4,740,966

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,555,220 － △4,951,568

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△364,424 － △730,512

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 4,979,768 6,350,266

従業員数（人） － 1,619 1,642

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容について、

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 1,619  

　（注）　従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む。）であります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 830  

　（注）　従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類ごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類の名称 金額（千円）

コンパウンド 14,546,473

フイルム 4,813,356

食品包材 1,297,211

合計 20,657,041

　（注）１　金額は、販売価格によります。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類ごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類の名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

コンパウンド 14,849,918 2,877,687

フイルム 4,653,983 1,258,148

食品包材 1,256,697 190,504

商品 161,934 57,000

合計 20,922,533 4,383,340

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類ごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類の名称 金額（千円）

コンパウンド 14,265,439

フイルム 4,888,768

食品包材 1,432,794

商品 153,146

合計 20,740,148

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、海外の景気後退の懸念が強まる中、原材料等の高騰に加え、サ

ブプライムローンに端を発する金融資本市場の混乱により、厳しい局面に入りました。

　特に当期間内に起った原材料価格高騰の上昇率とスピードは国内外を問わず過去に例を見ず、当社グループの業

績に大きなダメージを与えました。

　これに対し、グループを挙げさらなるコスト削減ならびに製品の価格改定のスピードアップを図ってまいりまし

たが、そのダメージを充分に補填するには至りませんでした。

　また、中国における食品包材事業会社の固定資産の減損損失と投資有価証券評価損等の処理を行ったことにより、

特別損失626百万円を計上いたしました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は20,740百万円、営業利益は331百万円、経常利益は323百万円、四半

期純損失は552百万円となりました。

　事業の種類別ごとの業績は次のとおりです。

①　コンパウンド事業

　長引く国内建材市場の不況により、建材用途の製品売上は減少したものの、エラストマーは、自動車用途での順

調な売上を維持しました。

　また、エンジニアリングプラスチックは、三重工場において増設を行い、これによりさらなる効率生産を実施い

たしました。

　海外においては、塩ビコンパウンドは好調を維持したアジア地区の需要に支えられて売上を伸ばし、エラスト

マーは適切な生産体制の下、堅調な商業生産を行ってまいりました。

　その結果、連結売上高は14,265百万円となりました。

②　フイルム事業

　住宅着工戸数は昨年の改正建築基準法の影響を受け大きく落ち込み、いまだ改正前の水準には戻らず、建材フィ

ルムの売上は回復しませんでした。

　また、ポリエステル系フィルム「リベスター」は家電用成型品への展開を始めました。

　海外市場でのキッチン扉用ハイグロス製品は市場での安定した評価を得て、順調な売上を達成しました。

　なお、群馬事業所においては、今期、生産および販売体制を抜本的に見直しており、その売上はフイルム事業全体

の売上増に貢献いたしました。

　その結果、連結売上高は4,888百万円となりました。

③　食品包材事業

　国内では、業務用ラップの市場の縮小傾向は続き、売上は減少いたしました。

　また、環境配慮型製品は前年同期並みの売上を維持し、さらに輸出をスタートいたしました。

　海外においては、中国において一層営業・生産・技術の体制を充実させ、中国国内の市場開拓に注力し、売上を

大幅に伸ばしました。

　その結果、連結売上高は1,432百万円となりました。

④　商品

　事業の周辺商品ならびに関連商品を販売しました。

　その結果、連結売上高は153百万円となりました。

　なお、当第２四半期連結会計期間末における総資産は67,936百万円で、前連結会計年度末に比べ2,347百万円減少し

ております。これは主に、中国における食品包材事業会社の固定資産の減損損失計上に伴う有形固定資産の減少と

株価下落による投資有価証券の評価減処理をしたことによるものです。
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　所在地別セグメントは、次のとおりです。

①　日本

　住宅不況による建材需要の落込みの影響を受けた塩ビコンパウンドと建材用フィルム製品の売上は大きく減少

しました。一方、自動車用途向けのエラストマー製品、光学用フィルム製品の売上は堅調に推移しました。国内の

関連子会社も、概ね順調に推移しました。

　収益面では、想定を大きく超える原油価格上昇に伴う原材料価格上昇分の製品価格改定の遅れで、粗付加価値は

低下しました。なお、これらを補うべく全面的なコスト削減を引き続き実施しております。

　この結果、連結売上高13,494百万円、営業利益180百万円となりました。

②　アジア

　塩ビコンパウンドは、タイ・中国ともに自動車用途向け、インドネシアは電線を中心に需要が堅調に推移し増収

となりました。一方、中国での食品包材事業も、国内での拡販と輸出に注力し増収となりました。

　収益面では、想定を大きく超える原油価格上昇に伴う原材料価格上昇分の製品価格改定が遅れ、粗付加価値が大

きく低下しました。

　この結果、連結売上高4,411百万円、営業利益86百万円となりました。

③　北米

　サブプライムローン問題による金融不安と景気の低迷、住宅不況の影響等を受け売上は大きく落込みました。収

益面では、想定を大きく超える原油価格上昇に伴う原材料価格上昇分の製品価格改定の遅れで収益が悪化しまし

た。リケンエラストマーズコーポレーションの自動車用途向けエラストマー製品の売上は、概ね順調に推移しま

した。

　この結果、連結売上高2,191百万円、営業利益35百万円となりました。

④　欧州

　高意匠フィルムのキッチン扉用ハイグロス製品の売上は、依然堅調に推移しました。収益面においても堅調でし

た。

　この結果、連結売上高643百万円、営業利益29百万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、有形固定資産

の取得による支出や少数株主への配当金の支払い等により、第１四半期連結会計期間末に比べ276百万円（△

5.3%）の減少となり、当第２四半期連結会計期間末残高は4,979百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は、392百万円です。これは、税金等調整前四半期

純損失301百万円を計上しましたが、減価償却費や減損損失等の非資金項目と仕入債務の増加によるキャッシュ

の増加要因が、売上債権やたな卸資産の増加等によるキャッシュの減少要因を上回ったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における投資活動に使用した資金は、731百万円です。これは、主に設備投資による有

形固定資産の取得をしたことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における財務活動で取得した資金は、24百万円です。これは、主に少数株主への配当

金の支払いがありましたが、設備資金として短期借入金が増加したことによるものです。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間後半において、国内外の景気減速が顕著となり、これまで当社グループの事業拡大を支

えて来た自動車分野及び欧州建材市場の落ち込みが懸念される状況となりました。加えて、原油価格は下落したも

のの、原材料価格の値下げには一定のラグがあり、一方で製品価格値下げ要求圧力が発生するという新たな厳しい

局面を迎えております。

　こういった状況下、当社グループの主要営業基盤たる自動車・建材市場の早期回復が厳しいという想定のもと、今

一度営業の体制および計画を見直し、それに応じた生産・管理体制の見直しを徹底的に行い、過去の例に捕らわれ

ることのない思い切った施策を講じ、景気の停滞に耐えうる収益構造を構築いたします。

　さらに従来からの無駄の徹底的な削減、効率的な組織運営のスピードをアップし、当社グループにとって厳しいこ

の状況を打破してまいります。

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、334百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　  当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

  　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 236,000,000

計 236,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 66,113,819 66,113,819
東京証券取引所

（市場第一部）
―

計 66,113,819 66,113,819 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日　
－ 66,113 － 8,514,018 － 6,532,977
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

  株式会社損害保険ジャパン 　東京都新宿区西新宿１丁目26番１号 4,520 6.84

　リケンテクノス株式会社 　東京都中央区日本橋本町３丁目11番５号 3,325 5.03

　信越化学工業株式会社 　東京都千代田区大手町２丁目６番１号 3,300 4.99

　株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２番１号 3,117 4.71

株式会社みずほコーポレート銀行 　東京都千代田区丸の内１丁目３番３号 3,101 4.69

　丸紅株式会社 　東京都千代田区大手町１丁目４番２号 2,363 3.57

　三菱商事株式会社 　東京都千代田区丸の内２丁目３番１号 2,280 3.45

　三井物産株式会社 　東京都千代田区大手町１丁目２番１号 2,101 3.18

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（中央三井アセット信

託銀行再信託分・三井化学株式会

社退職給付信託口）

　東京都中央区晴海１丁目８番11号 2,000 3.03

　株式会社三井住友銀行 　東京都千代田区有楽町１丁目１番２号 1,995 3.02

計 － 28,105 42.51
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　3,325,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 62,024,000 62,024 －

単元未満株式 普通株式　　764,819 － －

発行済株式総数 66,113,819 － －

総株主の議決権 － 62,024 －

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が7,000株含まれております。

また、「議決権の数（個）」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数7個が含まれておりま

す。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式318株が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　 　     

リケンテクノス株

式会社

東京都中央区日本

橋本町三丁目11番

５号

3,325,000 － 3,325,000 5.03

計 － 3,325,000 － 3,325,000 5.03

　

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 248 263 275 258 258 251

最低（円） 222 239 250 239 233 223

　（注）　最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から四半期連結財務諸表は、「財務

諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）

附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を適用しています。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,428,195 6,097,234

受取手形及び売掛金 21,952,322 21,296,396

有価証券 1,602,242 800,419

商品及び製品 5,793,709 5,594,597

仕掛品 818,717 991,913

原材料及び貯蔵品 4,268,373 3,879,001

その他 1,988,920 937,049

貸倒引当金 △164,323 △163,259

流動資産合計 39,688,159 39,433,354

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,560,859 6,533,472

機械装置及び運搬具（純額） 8,341,651 8,977,252

工具、器具及び備品（純額） 790,457 996,564

土地 4,750,324 4,906,003

建設仮勘定 102,419 836,197

有形固定資産合計 ※1
 20,545,711

※1
 22,249,490

無形固定資産

のれん 91,118 26,552

その他 468,270 494,518

無形固定資産合計 559,388 521,071

投資その他の資産

投資有価証券 4,044,322 5,116,203

前払年金費用 1,174,649 1,213,772

その他 1,954,446 1,799,595

貸倒引当金 △29,913 △49,349

投資その他の資産合計 7,143,504 8,080,221

固定資産合計 28,248,604 30,850,784

資産合計 67,936,763 70,284,139
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,740,905 18,699,479

短期借入金 ※4
 3,539,876

※4
 3,044,945

1年内返済予定の長期借入金 6,874 183,855

未払金 1,048,601 1,384,027

未払費用 1,467,640 1,773,978

未払法人税等 180,655 319,840

賞与引当金 372,380 355,334

役員賞与引当金 10,000 24,000

その他 818,190 972,696

流動負債合計 27,185,125 26,758,157

固定負債

長期借入金 614,360 706,967

退職給付引当金 2,213,754 2,178,581

役員退職慰労引当金 110,835 140,376

その他 937,230 1,002,912

固定負債合計 3,876,180 4,028,837

負債合計 31,061,306 30,786,995

純資産の部

株主資本

資本金 8,514,018 8,514,018

資本剰余金 6,535,376 6,535,376

利益剰余金 18,671,638 19,838,606

自己株式 △1,242,836 △1,239,559

株主資本合計 32,478,197 33,648,441

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 733,119 992,401

為替換算調整勘定 △301,530 221,057

評価・換算差額等合計 431,588 1,213,458

少数株主持分 3,965,670 4,635,243

純資産合計 36,875,456 39,497,143

負債純資産合計 67,936,763 70,284,139
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 39,801,228

売上原価 35,222,535

売上総利益 4,578,693

販売費及び一般管理費 ※1
 4,070,394

営業利益 508,298

営業外収益

受取利息 23,847

受取配当金 57,577

為替差益 57,392

その他 108,809

営業外収益合計 247,626

営業外費用

支払利息 67,201

その他 84,018

営業外費用合計 151,220

経常利益 604,704

特別利益

固定資産売却益 2,554

特別利益合計 2,554

特別損失

固定資産売却損 145

固定資産除却損 13,284

減損損失 485,816

たな卸資産評価損 440,115

その他 139,604

特別損失合計 1,078,965

税金等調整前四半期純損失（△） △471,705

法人税等 △2,100

少数株主利益 211,856

四半期純損失（△） △681,461
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 20,740,148

売上原価 18,376,877

売上総利益 2,363,271

販売費及び一般管理費 ※1
 2,032,260

営業利益 331,010

営業外収益

受取利息 10,979

受取配当金 741

その他 63,791

営業外収益合計 75,511

営業外費用

支払利息 30,812

為替差損 16,848

その他 35,022

営業外費用合計 82,683

経常利益 323,838

特別利益

固定資産売却益 751

特別利益合計 751

特別損失

固定資産売却損 145

固定資産除却損 4,393

減損損失 485,816

投資有価証券評価損 135,771

特別損失合計 626,126

税金等調整前四半期純損失（△） △301,536

法人税等 155,713

少数株主利益 95,465

四半期純損失（△） △552,715
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △471,705

減価償却費 1,507,987

減損損失 485,816

のれん償却額 △8,842

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △29,540

退職給付引当金の増減額（△は減少） 40,367

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15,110

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,000

賞与引当金の増減額（△は減少） 18,737

受取利息及び受取配当金 △81,424

支払利息 67,201

投資有価証券評価損益（△は益） 139,150

有形固定資産売却損益（△は益） △2,409

有形固定資産除却損 13,284

たな卸資産評価損 440,115

売上債権の増減額（△は増加） △1,019,694

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,229,161

仕入債務の増減額（△は減少） 1,411,994

未払消費税等の増減額（△は減少） 6,931

その他 △192,599

小計 1,067,096

利息及び配当金の受取額 74,992

利息の支払額 △60,292

法人税等の支払額 △284,970

営業活動によるキャッシュ・フロー 796,826

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △12,390

定期預金の払戻による収入 5,101

有形固定資産の取得による支出 △1,286,232

有形固定資産の売却による収入 5,485

投資有価証券の取得による支出 △732

貸付けによる支出 △23,880

貸付金の回収による収入 21,908

子会社株式の取得による支出 △140,576

その他 △123,903

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,555,220
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 591,462

長期借入れによる収入 9,950

長期借入金の返済による支出 △179,904

自己株式の取得による支出 △3,276

配当金の支払額 △251,028

少数株主への配当金の支払額 △527,496

その他 △4,132

財務活動によるキャッシュ・フロー △364,424

現金及び現金同等物に係る換算差額 △247,679

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,370,498

現金及び現金同等物の期首残高 6,350,266

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,979,768
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　提出会社及び国内連結子会社は、通常の販売目的で保有するたな卸資産について、

従来、主として移動平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年

７月５日）が適用されたことに伴い、移動平均法による原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ16,294千

円増加し、税金等調整前四半期純損失は423,820千円増加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

(2)「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用

　第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用し、連

結決算上必要な修正を行っております。

　なお、この変更による損益への影響は軽微であります。

(3）受取ロイヤルティの計上方法の変更

　提出会社は、従来受取ロイヤルティを営業外収益に計上しておりましたが、中期経

営計画で掲げている「塩ビ事業の更なるグローバル化」の実施に伴い、海外子会社

から受け取るロイヤルティの金額的な重要性が高まったことから、営業活動の成果

をより明確に表示するため、第１四半期連結会計期間より売上高に含めて計上する

方法に変更しております。

　この変更による損益への影響はありません。

  なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、

かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年

度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっ

ております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．税金費用の計算 　当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該実効税率を乗じ

て計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産減価償却累計額

                              42,845,378千円

２　受取手形割引高は、127,967千円であります。

３  裏書手形譲渡高は、110,353千円であります。 

※４　当社及び連結子会社は、設備資金の効率的な調達を行

なうため取引銀行との間に当座貸越契約を締結してお

ります。

　当第２四半期連結会計期間末の借入未実行残高は以

下のとおりであります。 

当座貸越極度額の総額     1,000,000千円

借入実行残高 1,000,000

差引額 －　

　

　

※１　有形固定資産減価償却累計額

                    42,395,658千円

２　受取手形割引高は、148,440千円であります。

３  裏書手形譲渡高は、119,110千円であります。 

※４　当社及び連結子会社は、設備資金の効率的な調達を行

なうため取引銀行との間に当座貸越契約を締結してお

ります。

　当連結会計年度末の借入未実行残高は以下のとおり

であります。 

当座貸越極度額の総額     1,000,000千円

借入実行残高 1,000,000

差引額 －
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（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目

　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

支払運賃 1,079,454千円

給料及び賞与  747,612

賞与引当金繰入額 127,628

退職給付費用 120,734

役員退職慰労引当金繰入額 21,728

役員賞与引当金繰入額 10,000

研究開発費 398,030

　

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目

　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

支払運賃 533,979千円

給料及び賞与 372,476

賞与引当金繰入額 55,076

退職給付費用 57,992

役員退職慰労引当金繰入額 12,134

役員賞与引当金繰入額 4,000

研究開発費 203,766

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日）

現金及び預金勘定 3,428,195千円

預入期間が３ヶ月を超える定

期預金等
△48,314

　

有価証券勘定 600,833　

短期貸付金 999,054　

現金及び現金同等物 4,979,768　
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（株主資本等関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　66,113千株

　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　 3,325千株

　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(1)　配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年6月27日

定時株主総会
普通株式 251,207 4 平成20年3月31日 平成20年6月30日 利益剰余金

(2)　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月7日

取締役会
普通株式 251,154 4 平成20年9月30日 平成20年12月5日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当社のグループの事業内容は、合成樹脂加工等の事業であるので、事業の種類別セグメント情報は記載してお

りません。

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

北米
（千円）

欧州
（千円）

計（千円）
消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上

高
13,494,147 4,411,191 2,191,506 643,303 20,740,148 － 20,740,148

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
966,793 － 1,448 13,878 982,120 (982,120) －

計 14,460,940 4,411,191 2,192,954 657,182 21,722,268 (982,120) 20,740,148

営業利益 180,693 86,841 35,680 29,916 333,131 (2,121) 331,010

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

北米
（千円）

欧州
（千円）

計（千円）
消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上

高
25,969,571 8,588,675 4,006,356 1,236,624 39,801,228 － 39,801,228

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
1,841,988 － 1,627 30,808 1,874,424 (1,874,424) －

計 27,811,560 8,588,675 4,007,984 1,267,433 41,675,653 (1,874,424) 39,801,228

営業利益 69,671 347,043 3,401 55,611 475,728 32,569 508,298

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主要な国又は地域

アジア：中国、タイ、インドネシア

北米　：米国

欧州　：オランダ

３　会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(1)に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を

適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業

利益が、日本で16,294千円増加しております。

（受取ロイヤルティの計上方法の変更）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(3)に記載のとおり、提出会社

は、従来受取ロイヤルティを営業外収益に計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より売上高に

含めて計上する方法に変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半

期連結累計期間の売上高は日本で218,847千円、消去又は全社で218,847千円それぞれ増加し、営業利益は日

本で218,847千円増加し、消去又は全社における利益が218,847千円減少しております。
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 5,576,092 2,215,929 733,402 94,954 8,620,379

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 20,740,148

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
26.9 10.7 3.5 0.5 41.6

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 10,914,141 4,029,363 1,600,413 102,594 16,646,513

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 39,801,228

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
27.4 10.1 4.0 0.3 41.8

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主要な国又は地域

アジア：中国、タイ、インドネシア

北米　：米国、カナダ

欧州　：イタリア、イギリス

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められないため、記

載しておりません。

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間において金利スワップ取引を行っておりますが、特例処理に該当しており、ヘッジ会計

を適用しているため注記の対象から除いております。

（ストック・オプション等関係）

　       該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 524.14円 １株当たり純資産額 555.11円

２．１株当たり四半期純損失金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 10.85円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 8.80円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純損失（千円） 681,461 552,715

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 681,461 552,715

期中平均株式数（千株） 62,796 62,792

（重要な後発事象）

      　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認めら

れないため、記載しておりません。

　

　

２【その他】

　平成20年11月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額……………………251,154千円

　（ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年12月５日

 （注）平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

リケンテクノス株式会社(E00838)

四半期報告書

26/27



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月13日

リケンテクノス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤井　靜雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 堀　　健　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリケンテクノス株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リケンテクノス株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が、すべての重要な点において認められな

かった。

追記情報

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、提出会社及び国内連

結子会社は、第１四半期連結会計期間より、通常の販売目的で保有するたな卸資産について、移動平均法による原価法

（貸借対照表価額については、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更している。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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